
 

 

 

 

 

報告事項 ① 

令和６年度 恵庭市公民館事業報告について 
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領
域

：
公

民
館

新
規

/継
続

事
業

名
開

催
日

実
施

場
所

参
加

人
数

・
対

象
(前

年
度

参
加

人
数

)
事

業
内

容
決

算
額

(千
円

)
備

考

継
続

市
民

講
座

社
会

教
育

施
設

等
4会

場
2,2

55
Ⅰ

期
4〜

9月
16

5名
（

16
6名

）
Ⅱ

期
10

〜
3月

16
8名

（
17

1名
）

継
続

公
民

館
外

国
語

講
座

市
民

会
館

＊
英

会
話

基
礎

講
座

（
前

期
）

5〜
6月

16
名

（
10

名
）

小
6〜

中
1程

度
の

英
会

話
11

4
＊

英
会

話
基

礎
講

座
（

後
期

）
10

月
〜

11
月

18
名

（
11

名
）

中
1〜

中
3程

度
の

英
会

話

継
続

公
民

館
サ

ー
ク

ル
社

会
教

育
施

設
等

9会
場

0
自

主
運

営
事

業
4〜

３
月

26
4名

（
30

3名
）

＊
28

サ
ー

ク
ル

（
30

サ
ー

ク
ル

）

日
曜

趣
味

講
座

◎
平

日
の

講
座

に
参

加
で

き
な

い
市

民
に

参
加

の
機

会
を

つ
く

り
、

関
心

の
高

い
「

食
」

関
連

の
事

業
を

開
催

し
、

気
軽

に
受

講
す

る
。

継
続

＊
「

コ
ー

ヒ
ー

焙
煎

講
座

」
10

月
6日

11
名

（
17

名
）

コ
ー

ヒ
ー

に
関

わ
る

講
話

を
聞

き
興

味
を

持
っ

て
、

コ
ー

ヒ
ー

の
生

豆
を

焙
煎

・
ド

リ
ッ

プ
を

行
っ

た
。

22

新
規

＊
男

の
料

理
教

室
9月

28
日

7名
参

加
者

は
、

3つ
の

簡
単

料
理

を
終

始
熱

心
に

調
理

に
取

り
組

み
、

レ
シ

ピ
の

プ
リ

ン
ト

に
調

理
方

法
な

ど
を

メ
モ

す
る

方
も

い
た

。
16

継
続

＊
そ

ば
打

ち
基

礎
講

座
10

月
27

日
大

人
4名

、
小

学
生

2名
（

大
人

12
名

、
小

学
生

2名
）

受
講

者
は

そ
ば

打
ち

の
基

礎
的

な
知

識
・

技
能

を
知

り
、

楽
し

く
そ

ば
を

打
つ

姿
が

見
ら

た
。

27

新
規

＊
み

年
手

づ
く

り
年

賀
状

講
座

12
月

4日
6名

年
賀

状
を

書
く

方
が

少
な

く
な

っ
て

き
て

お
り

予
定

し
て

い
た

人
数

に
は

至
ら

な
か

っ
た

が
、

参
加

者
は

十
分

満
足

し
た

様
子

で
こ

の
よ

う
な

機
会

が
あ

っ
た

ら
よ

い
と

話
さ

れ
て

い
た

。
9

親
子

ふ
れ

あ
い

教
室

小
学

生
と

親
◎

子
ど

も
た

ち
に

創
作

や
遊

び
の

技
術

を
学

ば
せ

る
と

と
も

に
、

作
業

を
通

じ
て

親
子

が
触

れ
合

う
機

会
と

す
る

。

継
続

＊
「

親
子

で
ク

ッ
キ

ン
グ

」
 

 
 

 
5月

11
日

保
護

者
7名

、
子

ど
も

8名
（

保
護

者
11

名
、

子
ど

も
11

名
）

休
憩

も
取

ら
ず

、
楽

し
そ

う
に

ピ
ザ

づ
く

り
に

取
り

組
み

、
親

子
の

絆
を

深
め

る
様

子
も

見
受

け
ら

た
。

15

継
続

＊
ク

リ
ス

マ
ス

ケ
ー

キ
づ

く
り

12
月

7日
保

護
者

8名
、

小
学

生
9名

（
保

護
者

10
名

、
小

学
生

10
名

、
中

学
生

1
名

）

参
加

費
を

30
0円

値
上

げ
し

て
募

集
し

た
が

例
年

並
み

の
参

加
者

で
実

施
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

ど
の

親
子

も
楽

し
そ

う
に

協
働

し
な

が
ら

ケ
ー

キ
作

り
に

取
り

組
み

、
作

業
を

通
し

て
親

子
の

絆
を

深
め

て
い

た
。

20

◎
市

民
に

基
礎

的
な

知
識

、
技

能
を

身
に

つ
け

て
い

た
だ

き
、

学
習

を
通

し
て

学
ぶ

喜
び

を
味

わ
い

、
生

活
に

潤
い

と
張

り
を

持
ち

、
講

座
生

相
互

の
触

れ
合

い
の

中
か

ら
よ

り
豊

か
な

人
間

性
を

身
に

つ
け

る
学

習
活

動
を

進
め

る
。

講
座

数
：

12
 

1回
学

習
時

間
：

2時
間

程
度

、
毎

月
2回

、
年

20
回

開
催

◎
外

国
語

の
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
・

技
能

の
習

得
を

図
る

機
会

と
す

る
。

◎
市

民
講

座
、

各
種

講
座

で
の

学
習

成
果

を
継

続
し

な
が

ら
教

養
を

高
め

学
ぶ

喜
び

を
味

わ
い

、
生

活
に

潤
い

を
持

ち
、

サ
ー

ク
ル

相
互

の
輪

を
作

り
豊

か
な

人
間

性
を

身
に

付
け

る
学

習
活

動
を

進
め

る
。

公
民

館

公
民

館
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公
民

館
IT

講
習

事
業

一
般

市
民

◎
自

前
の

パ
ソ

コ
ン

で
、

W
or

d・
Ex

ce
lを

使
っ

た
簡

単
な

文
書

作
成

や
表

計
算

の
仕

方
な

ど
を

学
ぶ

機
会

と
す

る
。

◎
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
操

作
が

よ
く

わ
か

ら
な

い
人

を
対

象
に

使
い

方
教

室
を

行
う

。

継
続

＊
パ

ソ
コ

ン
基

礎
講

座
 5〜

6月
公

民
館

ワ
ー

ド
編

 8名
（

13
名

）
、

エ
ク

セ
ル

編
7名

（
10

名
）

・
ワ

ー
ド

編
・

エ
ク

セ
ル

編
と

も
に

希
望

者
が

予
定

数
を

上
回

り
、

募
集

締
め

切
り

の
翌

日
に

抽
選

を
行

っ
た

。
受

講
者

か
ら

は
、

パ
ソ

コ
ン

の
基

礎
を

学
び

た
い

が
機

会
が

見
当

た
ら

ず
、

今
回

参
加

し
て

有
意

義
だ

っ
た

と
の

声
が

聞
か

れ
た

。

58

継
続

＊
大

学
生

に
よ

る
ス

マ
ホ

教
室

 
（

1回
目

）
10

月
26

日
公

民
館

7名
（

7名
）

25

継
続

＊
大

学
生

に
よ

る
ス

マ
ホ

教
室

 
（

2回
目

）
3月

15
日

公
民

館
13

名
（

20
名

）
27

公
民

館
文

化
事

業

5月
25

日
公

民
館

90
名

（
98

名
）

51

＊
ク

リ
ス

マ
ス

ピ
ア

ノ
コ

ン
サ

ー
ト

12
月

21
日

公
民

館
10

6名
（

14
8名

）
61

く
ら

し
に

役
立

つ
健

康
講

座
◎

認
知

症
の

知
識

を
深

め
、

健
康

的
に

よ
り

よ
い

生
活

を
送

る
た

め
の

方
策

を
学

ぶ
。

8月
19

日
公

民
館

9名
（

10
名

）
14

8月
28

日
市

民
会

館
10

名
（

22
名

）
14

＊
「

み
ん

な
で

楽
し

む
ピ

ア
ノ

コ
ン

サ
ー

ト
」

継
続

継
続

継
続

講
師

が
曲

や
作

曲
家

の
紹

介
等

を
易

し
く

説
明

し
な

が
ら

ク
ラ

シ
ッ

ク
曲

へ
の

興
味

を
喚

起
し

て
た

。
絵

本
「

14
ひ

き
の

か
ぼ

ち
ゃ

」
の

読
み

聞
か

せ
で

は
ピ

ア
ノ

演
奏

を
織

り
交

ぜ
、

参
加

者
は

楽
し

そ
う

に
見

入
っ

て
い

た
。

曲
や

作
曲

家
に

関
わ

る
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
を

易
し

く
解

説
し

な
が

ら
ク

ラ
シ

ッ
ク

音
楽

へ
の

興
味

を
高

め
て

い
た

。
ま

た
、

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

は
、

ピ
ア

ノ
演

奏
も

組
込

み
、

集
中

し
て

観
覧

さ
れ

る
方

が
多

く
見

ら
れ

た
。

「
み

ん
な

で
歌

お
う

」
の

曲
は

、
母

親
の

心
の

癒
し

も
図

れ
る

よ
う

な
曲

も
選

択
し

、
ア

ル
ト

サ
ッ

ク
ス

奏
者

と
コ

ラ
ボ

し
た

が
、

曲
に

迫
力

が
増

し
、

心
地

よ
い

ハ
ー

モ
ニ

ー
を

醸
し

出
し

て
い

た
。

参
加

者
か

ら
も

拍
手

が
多

く
、

大
変

好
評

だ
っ

た
。

＊
「

楽
し

く
学

ぶ
！

認
知

症
予

防
講

座
」

日
常

生
活

か
ら

「
老

化
」

を
防

ぐ
知

識
や

方
法

を
取

り
上

げ
、

参
加

者
の

興
味

や
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

出
来

た
。

ま
た

、
講

演
中

、
簡

単
な

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

や
健

康
に

関
わ

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
活

用
し

な
が

ら
楽

し
く

自
己

の
健

康
に

つ
い

て
認

識
を

深
め

た
。

◎
気

軽
に

良
質

な
ピ

ア
ノ

演
奏

を
聴

く
こ

と
に

よ
り

､音
楽

に
対

す
る

興
味

・
関

心
を

高
め

、
 豊

か
な

情
操

を
養

う
と

共
に

、
芸

術
文

化
の

振
興

を
図

る
｡

◎
フ

ァ
ミ

リ
ー

の
ふ

れ
あ

い
や

絆
を

深
め

る
。

高
齢

の
受

講
者

が
多

く
ス

マ
ー

フ
ォ

ン
講

座
は

ま
だ

ま
だ

需
要

が
あ

る
と

思
わ

れ
た

が
、

大
学

生
と

の
調

整
が

課
題

。
参

加
人

数
は

予
定

よ
り

少
な

か
っ

た
が

、
逆

に
一

人
一

人
の

質
問

に
応

え
る

時
間

が
多

く
な

り
、

現
役

大
学

生
が

講
師

と
な

り
、

年
配

者
に

対
し

て
優

し
く

丁
寧

に
教

え
て

い
る

姿
が

印
象

的
で

、
世

代
を

超
え

た
有

効
な

交
流

が
出

来
き

、
参

加
者

の
満

足
度

も
高

か
っ

た
。

-
1
5
-
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